
や
個
別
の
Ｐ
Ｃ
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
な
ど
、

コ
ス
ト
増
と
業
務
効
率
の
悪

化
を
招
き
、
Ｉ
Ｔ
投
資
の
Ｒ

Ｏ
Ｉ
（
投
下
資
本
利
益
率
）

を
大
幅
に
引
き
下
げ
る
結
果

と
な
る
。

次
世
代
セ
キ
ュ
ア
オ
フ
ィ

ス
環
境
は
、
サ
ー
バ
ー
ベ
ー

ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
技

術
を
コ
ア
に
、
Ｐ
Ｃ
を
持
ち

歩
く
の
で
は
な
く
、
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
な
ど
で
テ
レ
ワ
ー
ク
環

境
（
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
オ
フ

ィ
ス
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
）
を
も
実

現
す
る
。

一
方
、
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク

の
生
産
性
向
上
は
、
理
念
が

先
行
し
、
具
体
的
な
施
策
が

難
し
い
側
面
が
あ
っ
た
。
し

か
し
現
在
、
Ｉ
Ｔ
の
進
化
で

従
来
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を

大
き
く
変
革
す
る
こ
と
が
可

能
で
、
コ
ス
ト
削
減
効
果
も

顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
マ
ル
チ
ベ
ン
ダ

ー
と
し
て
の
豊
富
な
実
績
と

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
「
ｅ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」
は
、

一
体
感
の
醸
成
と
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
の
強
化
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
顧
客
志
向
型
の
サ
ー

ビ
ス
提
供
体
制
を
支
え
る
新

し
い
情
報
イ
ン
フ
ラ
で
あ

る
。サ

ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ

ム
ズ
社
や
シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム

ズ
社
な
ど
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
が
有
す

る
世
界
有
数
の
先
端
Ｉ
Ｔ
ベ

ン
ダ
ー
と
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
武
器
に
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
が
独
自

に
設
計
・
開
発
し
た
最
先
端

の
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
を
導
入

し
、
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て

運
用
し
な
が
ら
、
利
用
者
に

積
極
的
に
活
用
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
目
指
し
て
い
る
。

「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
強
化
で
あ
る
。

第
二
が
顧
客
企
業
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
の
た
め
に
、
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

る
統
合
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
。
第
三
は
社
内
の
非
効
率
を

企
業
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
投
資

は
、
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
の
実
現
と
、
オ
フ
ィ
ス
ワ

ー
ク
に
お
け
る
生
産
性
の
向

上
を
目
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
。
二
〇
〇
五
年
四
月
の
個

人
情
報
保
護
法
完
全
施
行

や
、
ｅ
文
書
法
施
行
な
ど
の

法
制
度
の
整
備
に
伴
い
、
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
抜
本

的
に
見
直
し
た
オ
フ
ィ
ス
環

境
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
従
来
の
Ｐ
Ｃ
環

境
な
ど
、
既
存
環
境
の
利
用

を
継
続
し
た
ま
ま
で
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
強
化
を
図
っ
て

も
、
Ｐ
Ｃ
の
持
ち
出
し
制
限

性
を
両
立
す
る
基
盤
と
な
っ
た

も
の
が
、
統
合
Ｉ
Ｄ
管
理
・
Ｓ

Ｓ
Ｏ
（
Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ｌ
ｅ
　
Ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
　
Ｏ
ｎ
）
で
あ
る
。

利
用
者
認
証
を
一
元
管
理

し
、
正
確
な
情
報
に
ス
ピ
ー
デ

ィ
ー
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
シ
ス

テ
ム
を
構
築
、
多
数
の
サ
ー
バ

ー
に
対
し
て
、
シ
ン
グ
ル
・
サ

イ
ン
・
オ
ン
が
可
能
だ
。
情
報

漏
洩
（
ろ
う
え
い
）
に
対
す
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
強
化
、
パ
ス

ワ
ー
ド
一
括
管
理
に
よ
る
ユ
ー

ザ
ー
ビ
リ
テ
ィ
ー
向
上
を
実
現

す
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
証
は
、
セ

キ
ュ
ア
な
環
境
の
中
で
、
自
由

度
の
高
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を

実
現
す
る
。
個
人
認
証
と
個
体

認
証
を
統
合
。
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ

ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
個
人
の

パ
ス
ワ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
ハ

ー
ド
ウ
エ
ア
レ
ベ
ル
で
認
証
を

受
け
た
Ｐ
Ｃ
で
な
い
と
不
可
能

だ
。シ

ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
導
入
に

よ
り
、
機
密
性
の
高
い
情
報
管

理
と
利
便
性
の
向
上
を
実
現
し

て
い
る
。
グ
ル
ー
プ
ア
ド
レ
ス

制
を
機
能
さ
せ
る
た
め
、
サ

ン
・
マ
イ
ク
ロ
シ
ス
テ
ム
ズ
社

の
デ
ィ
ス
ク
レ
ス
端
末
「
Ｓ
ｕ

ｎ
Ｒ
ａ
ｙ
」
を
採
用
。
約
四

百
五
十
台
が
稼
働
し
て
お
り
、

近
々
に
、
約
一
千
二
百
台
ま
で

拡
張
予
定
だ
。

社
員
は
朝
の
出
社
時
、
取
引

先
か
ら
の
帰
社
時
、
空
い
て
い

る
席
に
座
り
、「
Ｓ
ｕ
ｎ
Ｒ
ａ

ｙ
」
に
Ｊ
ａ
ｖ
ａ
カ
ー
ド
を
挿

入
す
る
だ
け
で
、
ど
こ
で
も
自

分
自
身
の
作
業
環
境
を
す
ぐ
に

再
現
で
き
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
デ

ー
タ
も
、
す
べ
て
セ
ン
タ
ー
側

の
サ
ー
バ
ー
で
管
理
さ
れ
る
た

め
、
万
一
端
末
が
盗
難
に
遭
っ

て
も
、
情
報
漏
洩
の
心
配
が
な

く
、
新
し
い
ユ
ビ
キ
タ
ス
環
境

に
よ
る
利
便
性
の
向
上
を
実
現

し
て
い
る
。

さ
ら
に
先
進
的
な
試
み
と
し

て
、
社
員
の
固
定
席
を
廃
止
、

「
部
門
内
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
」

と
言
え
る
グ
ル
ー
プ
ア
ド
レ
ス

制
を
採
用
、
同
時
に
座
席
数
を

全
社
員
数
の
約
七
五
％
に
絞
り

込
む
こ
と
で
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ

ー
ス
と
設
備
コ
ス
ト
の
削
減
を

実
現
し
た
。

統
合
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア

は
、
次
世
代
オ
フ
ィ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
具
現
化

す
る
情
報
共
有
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。
部
門
の
壁
を
超
え

た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
可

能
に
し
、
会
議
や
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
調
整
を
大
幅
に
効
率
化

し
た
。

電
話
に
つ
い
て
は
、
シ
ス

「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」

に
よ
り
実
現
さ
れ
た
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
紹
介
す
る
。
情
報
イ

ン
フ
ラ
す
べ
て
の
安
心
と
利
便

伊
藤
忠
テ
ク
ノ
サ
イ
エ
ン
ス
（
以
下
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
）
は
二
〇
〇
五
年
一
月
、
顧
客
企
業

に
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
よ
り
効
率
化
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
経

営
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
東
京
地
区
に
分
散
し
て
い
た
主
要
八
オ
フ
ィ

ス
を
霞
が
関
ビ
ル
へ
統
合
し
た
。
新
オ
フ
ィ
ス
で
は
、
従
来
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
大

き
く
変
え
る
情
報
イ
ン
フ
ラ
「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
イ
ー
ワ
ー
ク
・
ア
ッ
ト
・
シ

ー
テ
ィ
ー
シ
ー
）」
の
活
用
に
よ
り
、
顧
客
満
足
度
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
し

て
い
る
。「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」
は
、
Ｉ
Ｔ
企
業
と
し
て
不
可
欠
な
「
セ
キ
ュ
ア
な

環
境
」
と
「
利
便
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
環
境
」
の
二
つ
を
ト
レ
ー
ド
オ
フ
せ
ず

に
実
現
、
新
し
い
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
て
い
る
。
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豊
富
な
実
績
を
基
に
し
た

新
し
い
情
報
イ
ン
フ
ラ

利
便
性
と
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
融
合

広
　
告

企
画
・
制
作
＝

日
本
経
済
新
聞
社
広
告
局

「eWork@CTC」が実現する次世代オフィス環境

排
除
し
、
徹
底
し
た
効
率
性
の

追
求
で
あ
る
。

「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」

で
実
装
し
て
い
る
技
術
は
、
世

界
で
も
最
先
端
、
か
つ
最
も
優

れ
た
利
用
モ
デ
ル
を
参
考
に
、

日
本
企
業
に
最
適
な
イ
ン
プ
リ

メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
。
併
せ

て
、
拠
点
統
合
を
機
に
、
Ｉ
Ｔ

関
連
の
全
リ
ソ
ー
ス
を
包
括
的

に
管
理
し
、
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
機
能
さ
せ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
ポ
リ
シ
ー
の
適
用
を
可
能
に

し
た
。

「
ｅ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」

を
支
え
る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
は

現
在
主
に
、
統
合
Ｉ
Ｄ
管
理
・

Ｓ
Ｓ
Ｏ
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
認
証
、

シ
ン
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
統
合
フ

ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
、
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
、
統
合
ポ
ー
タ
ル
、
Ｉ

Ｔ
資
産
管
理
な
ど
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
Ｃ
霞
が
関
オ
フ
ィ
ス

は
、
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
推
進

協
議
会
（
Ｎ
Ｏ
Ｐ
Ａ
）
と
日

本
経
済
新
聞
社
が
主
催
し
、

快
適
で
機
能
的
な
オ
フ
ィ
ス

を
対
象
に
毎
年
表
彰
し
て
い

る
「
第
十
八
回
　
日
経
ニ
ュ

ー
オ
フ
ィ
ス
賞
」
に
お
い
て
、

「
日
経
ニ
ュ
ー
オ
フ
ィ
ス
情

報
賞
」
を
受
賞
し
て
い
る
。

今
回
の
受
賞
理
由
は
、
Ｃ

Ｔ
Ｃ
の
得
意
分
野
で
あ
る
Ｉ

Ｔ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
利

便
性
と
高
度
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
融
合
を
見
事
に
実
現

さ
せ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
。
グ
ル
ー
プ

ウ
エ
ア
を
構
築
し
、
自
宅
で

も
オ
フ
ィ
ス
と
同
一
の
ワ
ー

ク
環
境
を
実
現
。
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
、
指
紋
認
証
な
ど
セ
キ
ュ

ア
レ
ベ
ル
の
高
さ
も
評
価
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
報
道
も
あ
り
多

く
の
企
業
か
ら
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の

オ
フ
ィ
ス
環
境
を
実
際
に
見

学
し
た
い
と
の
希
望
も
多

く
、
Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
は
「
オ
フ
ィ

ス
ツ
ア
ー
」
と
い
う
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
毎
週
二

日
程
度
実
施
し
て
い
る
。

今
後
の
展
開
に
つ
い
て
、

Ｃ
Ｔ
Ｃ
執
行
役
員
Ｃ
Ｉ
Ｏ
城

田
勝
行
氏
は
、「
現
在
は
、
最

適
な
業
務
環
境
が
整
っ
た
段

階
で
す
が
、
定
量
的
な
導
入

効
果
を
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
乗
せ
、
継
続
的
に
運
用
・

改
善
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か

ら
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
現
在
完
成
し
て
い
る

も
の
だ
け
で
も
、
大
き
な
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
を
お
客
様
に
実
際
に
ご
覧

い
た
だ
く
こ
と
で
、
ｅ
Ｗ
ｏ

ｒ
ｋ
＠
Ｃ
Ｔ
Ｃ
が
非
常
に
有

用
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。

Ｃ
Ｔ
Ｃ
で
は
、
自
社
オ
フ

ィ
ス
環
境
の
構
築
で
培
っ
た

経
験
と
成
果
を
基
に
、
こ
れ

か
ら
も
顧
客
に
最
適
な
オ
フ

ィ
ス
環
境
の
実
現
を
支
援
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

に
注
力
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。

継
続
的
に
運
用
・
改
善
重
ね

最
適
な
環
境
の
提
案
を
続
け
る

利
用
者
認
証
を
一
元
管
理

正
確
か
つ
堅
固
な
シ
ス
テ
ム
に

フリーアドレス制を導入したCTCの霞が関オフィス

「eWork@CTC」の全体イメージ

蝙

コ
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
Ｉ
Ｐ
電

話
と
、
ネ
オ
ジ
ャ
パ
ン
社
の

ウ
ェ
ブ
グ
ル
ー
プ
ウ
エ
ア
を

連
携
さ
せ
た
Ｃ
Ｔ
Ｃ
独
自
の

Ｉ
Ｐ
電
話
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、

自
分
が
選
ん
だ
席
の
Ｉ
Ｐ
電

話
に
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
す
れ
ば
、
そ
こ
に
自
分

あ
て
の
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
携
帯
電
話
と
グ
ル

ー
プ
ウ
エ
ア
の
連
携
も
可
能

で
、
社
員
は
外
出
先
か
ら
ア

ク
セ
ス
で
き
、
グ
ル
ー
プ
ウ

エ
ア
の
ほ
と
ん
ど
の
機
能
を

外
出
先
で
も
利
用
で
き
る
。


